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4-1，2 上顎における術前の断層写真

4-3，4 サイナス リフトと用いられた腸骨からの移植材

4-5， 6 術後 8カ月の断層写真.上顎，同の挙上が認められる
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4-7， 8 IMZイ ンプラン 卜埋入時

4-9 インプラン 卜埋入部位から得られた標本

骨の新生がみられる (左側が上顎洞側，右

側が歯槽堤側)

。 症例

-症例膜を用いた典型的な手術例 (1-1

~ 1 - 4) 

現在多用されている手術法. 2枚のフラッ

プと減張切聞を用いることにより，膜の露出

を極力防いでいる. またゴアテックス製の糸

を使い，膜を安定さ せた.

-症例 2:アンテリアガイダンスの回復と

GBR ( 2- 1 ~2-7) 

患者は全体的に中等度の歯周疾患におかさ

れ，上顎右側第一小臼歯と左側側切歯に外傷

を疑わせる重度の骨欠損が存在した.患者は

両隣在歯の切削による固定性補綴物を嫌い，

インプラントによる治療を希望した.アンテ

リアガイダンスを{確立させ，イ ンプラン トに
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図 1 Director's Award 

対する側方力を軽減する目的で矯正治療を

行二った. また，骨'のl隔を得zるための GBRも

千子った.

-症例 3:臼歯部殴合崩壊 (3-1~3-2 ) 

典型的な臼歯部岐合崩壊の症例にインプラ

ン トを併用し，岐合高径を回復した.

-症例 4:サイナスリフト (4- 1 ~4-9)

上下顎とも無歯顎で，患者は 30数年間総義

歯を使用していた.インプラン トによる固定

性義歯を希望した 腸骨からの骨髄移植によ

るサイナスリフトを行二い， その後:にインプラ

ン 卜を埋入した
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図 2 Director's Award受賞時左から

Dr.シーパー ト，筆者 Dr.ワイス

ゴールド， Drアムステル夕、ム

今までも述べてきたように Drアムステル

夕、ムを核としたペンシルベニア大学歯周補綴

科では，歯周治療を基礎とし，その上に補綴

や矯正を併用した全顎的な治療を 50年近く

手掛けてきたわけだが， この蓄積はインプラ

ン トの導入後も十分臨床に生かされている.

Dr.アムステノレダムのいう「臨床における

記録の重要性」という伝統が続くかぎり，イ

ンプラン トに関しても貴重な情報が将来もペ

ンシルベニア大学歯周科，歯周補綴科か ら発

信されていくであろう

稿を終えるにあたり，拙文を掲載する機会を与え

てくださ った山梨医科大学大西正俊教授に深く感謝

します


